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　 本 書 は， キ ャ ス ト パ ー シ ャ ル の

Denture Design の基礎知識から補綴

構造設計（数値化）T.　K. Design 三角

理論までの解説本である．

　通常，歯科技工所および歯科技工士

へ仕事を依頼する場合，院内外を問わ

ず歯科技工指示書と模型をもとに製作

される．依頼を受けた歯科技工士は模

型に適合させることを最優先にする．

その評価は依頼主である歯科医師およ

び患者の満足度を大きく左右すること

になる．

　本書の著者である川島　哲氏はキャ

ストパーシャルの補綴構造設計（数値

化）の理論と精密鋳造による鋳造精度

の分野では右に出るものはいないと高

く評価をされてきた．筆者も川島　哲

氏とは歯科技工を通して 10 数年来の

付き合いがあるが，その間，納得がい

かず仕事内容に不満を感じたことはた

だの一度もない．こうしたクオリティ

の高い仕事ぶりからして，今に至るに

は相応の努力だけでなく，人並以上の

仕事に対する強いこだわりや自信，自

負があることが想像できる．

　実際，この世界でレジェンドとし

て，半世紀にわたり，キャストパー

シャル一筋に仕事をしてきた立場から

本書の全般に込められた氏の主張，後

輩達へのアドバイスや解説は，実践と

経験に裏付けされた揺るぎないものが

あり，実に説得力がある．これらのプ

ロセスを想像するだけでワクワクする

ような興味がわいてくるはずである．

　本書は 11 章から成り立っている．

　いずれもテーマに沿って深く掘り下

げて書かれているが，筆者が特に興味

を抱いたのは半世紀にわたって手がけ

た 10,000 床例の仕事のなかで破損部

分，たとえばキャストパーシャルデン

チャーのレストのチップ，コネクター

やスケルトン部，前後のパラタルバー

の亀裂等々の破損した部分を一つ一つ

丁寧に精査している点である．そのう

えで，強度不足の限界値を探り出し，

補綴構造設計の数値化を図ることを可

能にしている．

　このように，破折したことに対する

原因の追及，更に破折を起こさないた

めの工夫や方法を考え，必要な強度と

それを数値化していく．これらのこだ

わりに対する情熱，熱意，並々ならぬ

実行力は，他の追従を許さないまさに

本物といえるだろう．

　こうした一連の努力は技工物という

単なる物を作る人ではなく，尊厳ある

歯科医療人としての立場を確立するこ

とに一役買っているといえる．さらに

これは筆者の想像であるが，氏がもつ

独自の美的センスを生かした T. K. 三

角デザインキャストフレームの考案は

実用性だけではなく造形的美しさとい

う点でも付加価値を高めている．

　そこには車や絵画，写真撮影など氏

を取り巻く多趣味な存在があると思

う．加えて元々備わった美的センスも

大きい．

　川島　哲氏の今後益々の発展とご活

躍を心より期待しています．
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